





































































































































































































































































































。 橘孝三郎『農村学~ 12'"'-' 3頁。ベルグソン「創造的進化J(松浪信三郎，高橋允昭








































































































































32~) 26頁・ 27頁・ 34頁・ 39頁・ 38頁・ 46頁・ 51頁
























































































































































年結成の老壮会と関係を深め， 1920 (大正9)年に自治学会を創立して，同 3
月には権藤の危機感の表明でもある『皇民自治本義』を刊行し， 1910年代まで
のアジア「解放」論者から農本主義者へその軸点を移行させてし、く。以降，農
本主義普及のための著作活動は， 1927 (昭和 2) 年『自治民範~， 1932 (昭和
7) 年『農村自救論~， ~君民共治論~， 1936 (昭和11)年『自治民政理』などの
発刊にみられるように活発につづけられるのである。



















































































































仰向上書263頁・ 239"'40頁・ 540頁・ 238頁0



















































































































































































































































































































ω 橘孝三郎前掲書第 l編 3"-4頁。
第 2編 12・14・19・35・6・42・3頁。
第 3編 63・67"-8・73"-4・90・102・134"-9頁c









ω レーニン「経済学的ロマン主義の特徴づけによせてJ(W レーニン全集~ 2巻199頁・
212'"'"' 3頁・ 217頁・ 23'"'"'4頁)。
一98-
